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ま
え
が
き

「
住
ま
い
と
環
境 

東
北
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
1
9
9
2
年
に
発
足
し
、
今
年
で
30
周
年
と
な
り
ま

し
た
。
東
北
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
の
目
的
は
、
で
き
る
だ
け
少
な
い
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
健
康
・
快

適
な
住
宅
を
実
現
す
る
た
め
の
各
種
の
情
報
を
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
し
て
、
住

宅
建
設
に
関
わ
る
設
計
者
、
技
術
者
、
施
工
者
、
建
材
・
設
備
メ
ー
カ
ー
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
会
社
、

そ
し
て
住
ま
い
手
な
ど
に
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
住
宅
建
設
に
関
連
す
る
最
新

の
情
報
を
共
有
し
よ
う
と
い
う
目
的
で
、
定
期
的
に
「
H
＆
E
レ
タ
ー
」
と
い
う
2
ペ
ー
ジ
の
論
考

を
会
員
の
方
に
依
頼
し
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
2
0
2
1
年
ま
で
に
発
行
し
た
数
は
82
回
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
貴
重
な
も
の
な
の
で
、
一
般
の
方
に
も
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
初
回
か
ら
59
回
ま
で
の
H
＆
E
レ
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
取
捨
選
択
し
編
集
し
た
う
え
で
、

『
住
ま
い
と
人
と
環
境
―
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
の
提
言
』（
技
報
堂
出
版
）
と
し
て
2
0
1
5

年
11
月
に
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
出
版
は
、
そ
の
第
2
弾
で
あ
り
、
60
回
以
降
の
H
＆
E
レ

タ
ー
の
中
か
ら
選
択
・
編
集
し
、
こ
こ
に
刊
行
す
る
も
の
で
す
。

2
0
2
0
年
10
月
に
菅
義
偉
前
首
相
が
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
を
発
し
て
以

来
、
に
わ
か
に
脱
炭
素
化
の
動
き
が
産
学
官
で
活
発
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。「
住
ま
い
と
環
境 
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東
北
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
こ
の
動
き
を
支
援
す
る
に
相
応
し
い
団
体
で
あ
り
、
そ
の
役
割
も
今
ま
で
以

上
に
大
事
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
刊
行
物
で
は
、
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
住

宅
、
健
康
快
適
性
、
脳
卒
中
予
防
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
換
気
設
計
、
断
熱
改
修
な
ど
に
関
し

て
、
興
味
深
い
論
考
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
是
非
、
日
常
の
業
務
や
生
活
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

2
0
2
2
年
5
月

住
ま
い
と
環
境 

東
北
フ
ォ
ー
ラ
ム

理
事
長　

吉
野　

博
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01
�

脱
炭
素
と
健
康
快
適
性
を
両
立
さ
せ
た�

住
宅
づ
く
り
を
目
指
し
て

●
温
暖
化
問
題
に
か
か
わ
る
世
界
の
動
き
・
日
本
の
動
き

2
0
2
1
年
11
月
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開
催
さ
れ
た
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
26
回
締
約
国
会
議

（
C
O
P
26
）
で
は
、「
産
業
革
命
前
か
ら
の
気
温
上
昇
を
1
．5
度
に
抑
え
る
た
め
の
努
力
を
追
及

す
る
こ
と
」
な
ど
が
成
果
文
書
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
2
0
1
6
年
に
パ
リ
で
開
催
さ

れ
た
C
O
P
21
に
お
い
て
、
パ
リ
協
定
が
締
結
さ
れ
、「
地
球
の
気
温
上
昇
を
産
業
革
命
前
に
比
べ

2
度
未
満
と
し
、
1
．5
度
に
抑
え
る
努
力
も
す
る
」
と
宣
言
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
さ
ら

に
踏
み
込
ん
だ
表
現
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
0
2
1
年
8
月
に
I
P
C
C
（
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
が
、
第
1
作
業
部
会
に
よ
る
第
6
次
評
価
報
告
書
を
公
表
し
ま
し
た
が
、
そ

の
中
で
「
人
間
活
動
が
20
世
紀
半
ば
以
降
に
観
測
さ
れ
た
温
暖
化
の
支
配
的
な
要
因
で
あ
っ
た
可
能

性
は
疑
う
余
地
が
な
い
」
と
述
べ
た
こ
と
も
背
景
に
あ
り
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
2
0
2
0
年
10
月
に
菅
義
偉
前
首
相
が
所
信
表
明
演
説
の
中
で
、
2
0
5
0
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い
て
宣
言
し
、
2
0
2
1
年
4
月
に
開
催
さ
れ
た
米
国
主
催
の
気
候

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
日
本
の
2
0
3
0
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
「
2
0
1
3
年
度
か
ら

キ
ー
ワ
ー
ド

脱
炭
素
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
、
Z
E
H
、

L
C
C
M
住
宅
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46
％
削
減
し
、
さ
ら
に
50
％
の
高
み
に
向
け
挑
戦
を
続
け
て
い
く
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
2
0
2
1
年
7
月
の
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
案
で
は
、
家
庭
部
門
で
2
0
1
3
年
度
比
66
％

削
減
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
10
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
関
連
し
て
、「
新
た
な
住
生
活

基
本
法
」
が
、
3
月
に
閣
議
決
定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
目
標
6
の
「
脱
炭
素
社
会
に
向
け

た
住
宅
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
」
で
は
、「
C
O

2
排
出
量
の
少

な
い
長
期
優
良
住
宅
、
Z
E
H
＊
ス
ト
ッ
ク
の
拡
充
、
L
C
C
M
＊
住
宅
の
普
及
、
省
エ
ネ
基
準
の

義
務
付
け
等
」
を
謳
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
土
交
通
省
の
審
議
会
「
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
対
策
等
の

あ
り
方
検
討
会
」
の
8
月
の
報
告
に
は
、
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
の
基
本
的
な
考
え
方
が
示
さ
れ
、
2
0
5
0
年
に
目
指
す
べ
き
住
宅
・
建
築
物
の
姿
と
し

て
、「
ス
ト
ッ
ク
平
均
で
Z
E
H
・
Z
E
B
＊
基
準
の
水
準
の
省
エ
ネ
性
能
が
確
保
さ
れ
る
。
導
入

が
合
理
的
な
住
宅
・
建
築
物
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
が
一
般

的
と
な
る
」
こ
と
、
2
0
3
0
年
に
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て
、「
新
築
さ
れ
る
住
宅
・
建
築
物
に
つ

い
て
は
Z
E
H
・
Z
E
B
基
準
の
水
準
の
省
エ
ネ
性
能
が
確
保
さ
れ
る
。
新
築
戸
建
住
宅
の
6
割
に

お
い
て
太
陽
光
発
電
設
備
が
導
入
さ
れ
る
」
こ
と
、
そ
れ
と
と
も
に
、「
国
民
・
事
業
者
の
意
識
改

革
・
行
動
変
容
の
必
要
性
」
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
で
は
、「
2
0
2
5
年
に
住
宅
に
対
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
適
合
義
務
化
、
2
0
3
0
年
度
以
降
に

新
築
さ
れ
る
住
宅
・
建
築
物
に
つ
い
て
Z
E
H
・
Z
E
B
基
準
の
水
準
の
省
エ
ネ
性
能
の
確
保
を
目

指
す
こ
と
」
な
ど
を
謳
っ
て
い
ま
す
。

＊
Z
E
H

　

 

ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
：

室
内
環
境
の
質
を
維
持
し
つ
つ
大
幅
な
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
し
た
う
え
で
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年

間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
収
支
を
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
住
宅

＊
L
C
C
M

　

 

ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
・
カ
ー
ボ
ン
・
マ
イ

ナ
ス
住
宅
：
建
設
時
、
運
用
時
、
廃
棄
時
に

お
い
て
で
き
る
だ
け
省
C
O

2
に
取
り
組
み
、

さ
ら
に
太
陽
光
発
電
な
ど
を
利
用
し
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
に
よ
り
、
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
の
C
O

2
の
収
支
を
マ

イ
ナ
ス
に
す
る
住
宅
。
一
般
財
団
法
人
建
築

環
境
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構
で
2
0
1
2
年

よ
り
認
定
制
度
開
始
。

＊
Z
E
B

　

 

ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
：

先
進
的
な
建
築
設
計
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
負

荷
の
抑
制
や
パ
ッ
シ
ブ
技
術
の
採
用
に
よ
る

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
活
用
、
高
効

率
な
設
備
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、

室
内
環
境
の
質
を
維
持
し
つ
つ
大
幅
な
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
を
実
現
し
た
う
え
で
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
度
を
極
力
高
め
、
年
間
の

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
収
支
を
ゼ
ロ
と
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01　脱炭素と健康快適性を両立させた住宅づくりを目指して

以
上
の
よ
う
に
、
脱
炭
素
化
へ
の
世
界
の
動
き
、
日
本
の
動
き
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
、
加
速
し

て
お
り
ま
す
。

●
我
が
国
の
住
宅
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
暖
房
環
境
の
現
状

さ
て
、
我
が
国
に
お
け
る
住
宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
1
）
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
2
0
1
9

年
度
で
は
全
国
平
均
で
一
戸
当
た
り
30
．2
G
J
（
ギ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
）
で
あ
り
、
そ
の
中
の
構
成
は
、

暖
房
22
％
、
冷
房
2
％
、
給
湯
33
％
、
台
所
コ
ン
ロ
7
％
、
照
明
・
家
電
製
品
な
ど
35
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
寒
冷
気
候
に
あ
る
北
海
道
、
東
北
、
北
陸
地
方
の
場
合
に
は
全
体
で
40
％
ほ
ど
多

く
、
暖
房
の
割
合
も
東
北
で
は
40
％
（
16
．5
G
J
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
先
進
国
に
つ
い
て
（
2
）

み
ま
す
と
、
ア
メ
リ
カ
の
一
戸
当
た
り
の
消
費
量
は
82
G
J
、
イ
ギ
リ
ス
54
G
J
、
フ
ラ
ン
ス

48
G
J
、
ド
イ
ツ
58
G
J
で
、
暖
房
用
は
4
か
国
で
の
差
は
小
さ
く
約
35
G
J
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
と
比
べ
ま
す
と
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
、
全
体
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
半
分
と
少
な
く
、

暖
房
用
つ
い
て
は
全
国
平
均
で
20
％
と
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
暖
房
用
が
少
な
い
理
由
は
、
暖
房
の
方
法
が
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
大
き
く

異
な
る
た
め
で
す
。
す
な
わ
ち
日
本
全
体
と
し
て
み
た
場
合
、
家
全
体
を
連
続
的
に
暖
房
し
て
い
る

住
宅
の
割
合
は
小
さ
く
、
多
く
の
住
宅
で
は
居
間
だ
け
を
朝
食
や
団
ら
ん
時
の
み
に
暖
房
し
て
い
る

と
い
う
の
が
実
態
で
す
。
室
温
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
居
間
の
団
ら
ん
時
の
温
度
は
20
℃
を
超
え
て
い

ま
す
が
、
暖
房
し
て
い
な
い
部
屋
の
温
度
や
居
間
の
明
け
方
の
温
度
は
外
気
温
度
近
く
ま
で
下
が
っ

て
い
る
こ
と
や
、
暖
房
し
て
い
る
居
間
で
も
床
近
傍
の
温
度
が
低
い
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
て

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
建
築
物
。
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編
　
集
：
住
ま
い
と
環
境 

東
北
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
理
事
長
：
吉
野　

博
）

健
康
で
快
適
な
住
ま
い
と
は
何
か
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
か
を
、
生
活
者
や
住
宅

建
設
関
係
者
と
と
も
に
考
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
1
9
9
2
年
に
設
立
し
た
団
体
。
な
お
、
編
集
に
あ

た
っ
て
は
、
編
集
委
員
会
（
安
井
妙
子
（
委
員
長
）、
吉
野　

博
、
石
川
善
美
、
柴
田
ま
り
こ
（
事
務
局
））

を
設
け
て
作
業
を
行
っ
た
。

執
筆
者
　（
五
十
音
順
）

安
藤
敏
樹　
　
（
有
）
フ
ォ
ー
ラ
一
級
建
築
士
事
務
所

石
川
恒
夫　
　

前
橋
工
科
大
学　

石
川
善
美　
　

東
北
工
業
大
学
（
名
誉
教
授
）

石
原
英
喜　
　
（
株
）
北
洲

一
條
佑
介　
　

東
北
文
化
学
園
大
学　

内
海
康
雄　
　

舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校

小
花
瑠
香　
　

旭
化
成
建
材
（
株
）

後
藤
伴
延　
　

東
北
大
学

小
林　

光　
　

東
北
大
学

新
宮
清
志　
　

日
本
大
学
（
名
誉
教
授
）

中
尾
七
重　
　

阿
部
和
建
築
文
化
研
究
所

西
方
里
見　
　
（
有
）
西
方
設
計

西
川
竜
二　
　

秋
田
大
学

長
谷
川
兼
一　

秋
田
県
立
大
学

林　

基
哉　
　

北
海
道
大
学

北
條
祥
子　
　

尚
絅
学
院
大
学
（
名
誉
教
授
）

本
間
義
規　
　

国
立
保
健
医
療
科
学
院

三
田
村
輝
章　

前
橋
工
科
大
学　

武
藤　

清　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
環
境
持
続
建
築

安
井
妙
子　
　

安
井
妙
子
あ
と
り
え

山
本
亜
耕　
　
（
株
）
山
本
亜
耕
建
築
設
計
事
務
所

吉
野　

博　
　

東
北
大
学
（
名
誉
教
授
）
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